
＜ちょこっとコラム㉜＞      （礼拝用語 その③） 

「ニケヤ信経」 The Nicene Creed  

 

  キリスト教が何を信じているのかを文章化した基本信条であ

り、正式にはニケア・コンスタンティノープル信条と呼ばれま

す。西方・東方両教会において礼拝の中で広く用いられていま

す。原文はニケヤ（ニカイア）公会議において、325年に作られま

したが、現在の形となったのは、381年のコンスタンチノポリス公

会議であると言われています。 

使徒信経が洗礼の前に、個人の信仰を表明するために用いられ

るのに対し、ニケヤ信経は説教の後、聖餐の前に共同体の信仰を

表すものとして唱えられます。 


